
 

 

 

 

 

 

 休 校 になり、早 1 ヵ月 が経 ちました。休 校初 期 は休 みが長 引いて嬉 しくなった人 もいたと思 いますが、

今 は「外 で目 一杯 遊べない」ことの辛 さや「友 達 に会 えない」ことの寂 しさ、「この先 が見 えてこない」こと

への不 安があると思 います。 

 でも、皆 の命 を守 るための措 置 なので、致 し方 ないことだと思 います。  

 世 界 では、約 ３００万 人 もの感 染者 が出 ていますが、現 在 布 佐中 からは 1 人 も罹 患 していないことは

皆 を含 めた布 佐 の力 のおかげだと思 います。ただ、「かかっていないから大 丈 夫 」と安 心 するのではなく、

これから先 もかからないよう、三 密 を避 け、手 洗 いの徹 底 、規 則 正 しい生 活 を送 り体 の抵 抗 力 を高 めて

おく必 要 があります。引 き続 き、皆 でこの時 を乗 り越 えましょう！  

 
 

 
＜勉強は人生を豊かにしてくれる＞ 
 「勉強は何でするの？」と尋ねると、「将来のために必要だから」や「進学するために必要だから」、「自分の可

能性を広げるためだから」と答えてくれますね。 

 上記のことはどれも正解だと思います。例えば、教師になるには『教員免許』が必要になります。一般的に、大

学で『教員免許』に必要な単位を取得して、大学を卒業することで免許を取得できます。そして、大学の学部によ

って取れる免許の教科が違ってくるので、欲しい『教員免許』が取れる大学に入れるように受験をします。その大学

に入るために、関係性の高い高校を受験します。 

 でも、これは将来やりたいことが決まっている人はそのように逆算をして今の勉強ができると思いますが、全員の将

来の夢が決まっているわけではありません。ひょっとしたら、決まっている人は少なく、決まっていることはすごいことかも

しれません。 

 自分の可能性を広げるために勉強するというのは、高い学力を身に付ければ高校の選択肢を広げることがで

き、まだ決まっていない将来の夢に出会う機会が増えてきます。「今から勉強しても間に合わない…」と、夢をあきら

めることもないかもしれません。勉強をやりすぎて損はないと思います。 

 タ イトルにある「人 生 を豊 かにしてくれる」というのは、この休 校 期 間 中 に、なぜ勉 強 をするのかを考 えとき

に思 った言葉 です。 

 例 えば、             の答 えを出 すことが将 来 の役 に立 つかと言 われると職 業 によっては役 に

立 たないかもしれません。では、中 学 校 ではなぜ１０教 科 も勉強 するのでしょうか？ 

 それは、知 っていることが多 くなることで、楽 しくなる機 会 が増 えるからです。例 えば、『オオイヌノフグリ』とい

う花 を知 っていれば、その花 を見 つけた時 に春 を感 じることができます。そして、「春 が来 たなぁ」と感 じること

は、生 物 の中 でも人 間 だけが獲 得 した感 情 です。知 っていること＝心 が豊 かになるということにつながりま

す。その視点 が多 くなるように 10 種 類 もの教科 を学 習 するのだと思 います。この機 会 に、知 る喜 びを、わ

かる喜 びを感 じてみてください。 
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＜進路コーナー＞  

第１回進路希望調査の提出にあたって。  

第１回進路希望調査を行います。３年生のこの時期、具体的に卒業後の進路をイメージできて

いる人もいれば、「高校には行くかな。」くらいの漠然としたものしかない人もいると思います。

今後希望調査を定期的に行っていきます。自分の進路について考える良い機会とし、自分と向き

合い真剣に考えてみてください。  

 

Ⅰ 目標を決めましょう。  

 夢は何ですか。自分の将来の夢、卒業後にやりたいことは何です

か。志望校の決定にあたり、「学力」も大切な要素ですが学力だけ

では選択肢が狭まってしまいます。「やりたいこと」が何なのか、

またはまだないのか。ぜひ、自分に向き合う時間をとったり、家族

で話題に挙げたりしてほしいと思います。  

 

Ⅱ 進路決定の材料を手に入れましょう。  

①適正を考える  

   ・夢や将来の職業との関連性を考える。  

   ・自分の興味や関心や性格を考えてみる。  

  ②情報収集  

   ・学校案内や職業案内などのパンフレットやホームページなどで  

情報を集める。  

   ・中学校からの案内や手紙に意識して目を通す。  

 ・進路について家庭や友達と話題にしてみる。  

 ・担任の先生や中学校に問い合わせてみる。  

 

一般に卒業後の進路には、就職・高等学校への進学・専門学校

等への進学などがあります。具体的に「やりたいこと」が決ま

っていなくても、それぞれの就職先や進学先から自分のやりた

いことが見つかるときもあります。おうちの方や先輩がどんな

選択をしたのか聞いたりインターネットを利用したり、どんな

選択肢があるのか調べてみると良いでしょう。  

 

 Ⅲ 「３年生」という意識を持ちましょう。  

  進学を考えている時点で立派な受験生です。学習や成績を今まで以上に気にするのは当たり

前のことです。しかし、「勉強していれば良い」「成績だけを気にすれば良い」というわけで

はありません。「受験生である」前に「３年生である」という自覚を持ちましょう。先が見え

ず不安もあり難しい時期ですが、まず今は生活習慣を整え、計画的な学習を心がけましょう。 


